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尉：會科學の建設者
　　　　　　　人と學読叢書

　思想に國墳：なし、醜民蓮動が盛に謀ればな

ろ程、健全7S、そじ（翼に國民の糟華た明輝

するには、洋の東酉な問はず温古知新によっ

て心の糧な蟻取する必要が疏）る、だが思想・

環設は之な断片酌に臨んでも其の愚意な捉ふ
ろこ“：　（t困難で読）る。其の時代の環擁ミ、そ

の人の悪報三ミに即して思想の全体系た掴み、

それミの闘聯に於て個々の墨設熱理解しなけ

ればならない「人ミ學説叢書」に八二愈科墨の獲

nel：貢献し・澱會思想の門並者ごも見ろべき

人々の墨説な紹介しf；もので鉱慰想家の傳記

であるミ同時1こその晴代の如ヒ史でもある。

　（三六判。総クロースgeet賢餐1．20　『F．08）

　　慶癒義塾大學灘受　高橋誠一郎著

☆アリストテレース
！総論懸齢臨書懸轟轟轟轟毒
史界の麗星。Ptの搬威無比。滴鑑奄賜へi

　東京商大教授鰹濟墨薄士　上田辰之助著

☆トマス・アクヰナス
中世協問膿の理想熱纏ミこ、希駿思想な緯ミ
して織駐1だされれ絢脳の祉禽學大系。敏1受に
トマス研究の錆一人者。憂篇攣殖：の縮晶！

　東京帝大教授甲山墨博士　本位照鮮男署

☆マルチン・ルyタ’一
宗敏改if｛t　’レツタ一一fe離れて考へられない。

ルッターの警語史的二二は距に鮭曾科雛研究
の鍵。あくまで亭明に描れすご名匠響町の作。

　礎癒大塩寂七二麟學張出　檜井幸雄著

☆ケ　　　ネ　　　胴
震農主義の元瓢ケ＊・　一一｛tff本楯環の理＃tlfi’樹

立しれ鰹濟墨の草分、其｝緯濟表」は人鐵三大
西明の一。署者は佛閥西纏濟畢の泰斗。

　　慶撫義塾大匠教授　野村廉太部著

☆荻　生　組　棟
織網ミ徳趨時代の代表的纏濟雛者、掌保以凍
轍者が虻田有用の實學iこ向つt：の｛t彼の功績
著脅は塁壁史及貰本維濟學説吏の最高権威。

　　法歓大曲教搬：農醜博士　小野武夫…醤

Pt佐　藤　信　淵
幕末農臥畢の《：成者佐藤儒淵はすこyの農醗者
1ぐほなかつアこ。農政雛に経世画業の一手段、
彼｛弍卓越tfる肚會改蓬の理論家であっfこ。

　　東京商科大醗助数授　杉村酸藏著

☆カ　　　ン　　　ト
齪濟哲學の権威による濁得のカント論。「カソ
1・の生涯および世界藪」　「就會患想家オして
のカント」た叙するそり筆致の絶妙！。

　　　來牝帝購大學教捜　i籍明正滋著

☆オーギュス＞eコント
二目的な意識fte以てUントの全患想た全日に
k）f：つて評等し、よく人間こしてのコント堀
斑解ぜしめうに縁側あらしめすご碧i傳聡巳交學。

　　大阪商科大雛助教1受　五島　茂署

☆ロバアト・オウエン
産業革命の風婁兇オウエン程劇的な人物（itw
い。彼に燃・ウるカ；如き理想家、徹底し判こ環境

論春、協同憲義の使縫、勢働組合の先入主。

　　　　㈱颪謬院教授　中島　薫著

☆ス　ペ　ン　サ　一
綜合哲樫の完成者、適者生存の見］ui　；t　vJして
彼は駈・爵准・生物離的に見、叢徳心逸化的功利
三主思為r以『（論決：しす：o

　大阪商科大撃教授経濟學博士　堀羅夫襲

☆デヴィド・リカアドウ
アダム。スミス亡共にイギリス覧統聯派の代
袈者ミしての彼については賢書な要し嫁いで
あらう。re者は我國に於けろリカアドウ研究
の箪一人者ミ：してR他共に許さるo
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